
 
 
 
 
 
 
 

第 1399 回例会 17 年 5月 16 日(月) 
於 海南商工会議所 ４F    13:30～ 

 

１．開会点鐘      会長 上中嗣郎 

２．ロータリーソング  「我等の生業」 
３．ビジター紹介    米山記念奨学生 白 涛様 
４．出席報告  

会員総数 69 名 出席者数 50 名 出席免除会員 1名 

  出席率 73.53％ 前回修正出席率 83.82％ 

 

５．会長スピーチ     会長 上中嗣郎 

昨日 15 日には、タンポポの会
との交流会を催しました。上野山

委員長はじめ社会奉仕委員会・次

年度役員そして有志の会員のご

参加を頂き、無事終了いたしまし

た。感謝を申し上げます。有り難

うございました。 

知的障害児について少しお話

しします。以前は、「独・英」などの外来語の直訳と

して「精神薄弱（せいしんはくじゃく）という用語が

広く使われており、法律用語にも多用されていたが

「精神」という言葉は人格も含むうえ、精神障害と混

同されやすいため、関係団体などでは「知的障害」と

いう用語が使われるようになった。平成 12 年法律上
の表記も、知能面のみに着目した「知的障害」という

用語に改められた。また、かつては重度知的障害を「白

痴（はくち）」中度知的障害を「痴愚（ちぐ）」軽度

知的障害を「魯鈍・軽愚（ろどん、けいぐ）」と呼称

しており、これらの用語は法律などにも散見された

が、偏見を煽るとして「重度」「中度」「軽度」とい

う用語に改められた。 

日本での知的障害者福祉は、民間から始まった。明

治 20 年代に立教女学院教頭の職にあった石井亮一
が、孤女学院を開設したことにはじまる。濃尾大地震

の震災孤女を引き取った亮一は、孤女の中に知的障害

児がいたことで強い関心を示し、アメリカへの二度に

わたる留学を経て、日本初の知的障害者福祉施設滝乃

川学園を開設したのが、我が国における知的障害者福

祉の先鞭である。亮一は、夫人筆子とともに知的障害

者福祉事業に生涯をささげ、後には日本精神薄弱児愛

護協会を設立し、その活動を広く啓蒙しようと尽力し

た。戦後、政府による知的障害者福祉への取

実り、現在は国内に 3600 を数える施設が運
いる。 

現在の養護学校は 1979 年に義務教育の
り、重度障害児も入学可能となった。また、

合教育への流れも起きている。21 世紀に入
支援教育の制度の改革が始まっている。 

公的支援として、知的障害があると認定さ

育手帳が交付され、各種料金の免除などの特

られる。自治体によって、「愛の手帳」や「緑

などの名称がある。また、障害年金や特別障

などの制度もある。知能指数の分布から予測

知的障害があると認定されるＩＱ７０以

2.27%存在するはずなので、理論的には日本
害者数は 284万人になる。しかし、公的に知
とされている人は推計 41 万人であり、実際
るはずの障害者数と比較すると 6分の 1ない
1であり、著しく少ない。こういった原因と
特に障害が軽い場合、学校や生活での不便は

ても、障害認定を受けられる可能性に気付か

や、世間体や自尊心を保ったり、いじめを懸

するためにあえて申請しない場合などがあ

あろう。 

以上、フリー百科事典『ウィキペディア』

いたしました。 

 

６．幹事報告 

○例会臨時変更 

 有田ＲＣ    5月 26日（木）→5月 26
18:30～  湯浅城国

「琵琶

ロータリー100周年
 那智勝浦ＲＣ  5月 26日（日）→5月 2

9:30～      
（家族親睦ハイ

○休会のお知らせ 

有田ＲＣ    6月 23日（木） 
 
７．委員会報告 
○社会奉仕委員会 上野山雅也委員長 

 タンポポの会との交流に参加者の方あり

ざいました。当日天候にも恵まれ、特にシャ
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さん御協力ありがとうございました。 

 

○米山記念奨学生  塩崎博司委員長 
白涛様のご紹介  （倉橋利幸カウンセラー代理） 
 昨日泉大津で米山記念奨学生の研修会があり、代理

で行って参りました。本日、白涛さんを紹介致します。

中国の瀋陽の御出身で、和医大の産婦人科の博士課程

４年生におられます。奨学生の任期は本年４月より来

年３月迄です。皆様よろしくお願いします。 
 
白涛さんお礼の言葉 

 皆さん始めまして。私、和歌山県

立医大婦人科の白涛と申します。今

博士課程におります。このたび、奨

学生として海南東ＲＣに受け入れら

れました。これからも頑張りますの

でどうかよろしくお願いします。 
 

８．閉会点鐘 
 
９．次回例会 
第 1400回例会 平成１７年５月２３日（月） 

12：30～ 海南商工会議所４F 
 

＊＊＊ ニコニコ・ＢＯＸ ＊＊＊ 

 
木地義和君  タンポポの会に出席するつもりでい

たのですが、身内に不幸があり失礼し

ました。それから皆様にお知らせしま

すが、最近海南で車上荒しが多く発生

しており、又かなりやり方が荒っぽく

なっています。車内に貴重品等置かな

い様にして下さい。 
宇恵弘純君  風邪の為、タンポポの会、途中で帰ら

せていただきました。 
上中嗣郎君  昨日のタンポポの会、御苦労様でした。 
岩井克次君  上野山さん、「タンポポの会」御苦労

様でした。 
横出 廣君  昨日腰痛の為、タンポポの会、欠席し

ました。 
塚本義信君  昨日のタンポポの会との交流会お疲

れ様でした。 
上南雅延君  タンポポの会、大お世話になりました。 
土井元司君  米山奨学生オリエンテーションに出

席しました。いい勉強になりました。 
 
 
 
 
 
印度のポリオ防疫、1億 7,000万児
童を対象に 
4 月 10 日の印度全国統一防疫日（NIDｓ）に推定 1

億７，０００万の子供が経口ポリオワクチンを受けま

した。印度のポリオ撲滅作戦への世界的支援を示す為、

WHO の李 鐘郁（Jong－Wook Lee）事務長が NIDｓの

5日前に印度へ行きました。NIDｓの前に 10 万に近い

ロータリアンと其の家族が、多くの子供達の参加を奨

める運動に参加し、NIDｓの期間中には人員やワクチ

ンが必要な時に必要な場所に届くよう輸送の支援を

行いました。”私達の最大の任務は政治家や官僚が指

導力を発揮して、この活動に直接関与するようにする

事です。この点を理解して貰う事は非常に重要です。

というのは、政策は中央政府が作りますが、それを実

行するのは、州政府や地元の人達です”とデイーパッ

クカプール国内ポリオプラス委員長が語りました。

NIDｓの期間中に、数百人のロータリアンが豪州,カナ

ダ、米国や他の国から支援に来ました。”自分自身で

経口ポリオワクチンを投与する事で、訪印のロータリ

アン達が満足した事は誠に嬉しいことです。募金をし

た人達が、更に進んでワクチン投与に参加する事は非

常に珍しい事だと思います”とカプール委員長が語

りました。今年の 1月から世界ポリオ撲滅イニシアチ

ヴの関係者と印度政府が３回の大規模防疫作戦を立

ち上げ、ポリオ蔓延地域、ビハールとウッタルプラデ

イシュに重点を置き、今年中に少なくとも 4回は全国

規模か地域限定の防疫活動を行います。カプール委員

長によれば、6 月・7 月に入る前のポリオウイルスの

活動が停滞している乾季中に防疫活動を実施する予

定です。”然しポリオ伝染の季節である雨季に入って、

新しいポリオ件数が減っているのを見るまでは、どれ

程成功かどうか全然判りません。其の為に全国規模や

地域対象の防疫活動を 1年中続けます”と，カプール

委員長の言。印度では、ポリオが、未だに風土病にな

っている世界の 6 ケ国の一つに印度が入っている事

の重要性が認識されつつあります。其の結果、政府関

係者、政治家、宗教指導者や名士が、ポリオ国から脱

出する努力に力を貸してをります。有名人、スポーツ

選手、各会の名士、例えば、与党のソニア ガンジー

印度国会議長が、NIDｓの実施に力を貸しております。 

 

今年のロータリー 
国連日は 11月 5日 

RIの国連への代表者が次のロータリー・国連日は
11 月 5 日と発表しました。この恒例の国連本部での
催しは、ロータリアンや家族に、国連とロータリーが

人道的提唱と国際理解や平和促進を互いに補足しあ

っている事の理解を深める為のものです。昨年は保健

問題、識字、ポリオ撲滅、国際研究の為のロータリー

センターと水資源について多くの時間を割り当てた

討論がありました。2005 年のプログラムは現在作成
中ですが、RIの国連代表者はこの催事をカレンダー
にマークしておくように奨めております。何か質問が

あればニューヨークの国連へのRI代表代理、ブラッ
ドジェンキンズ氏bradjenkins@worldnet.att.netへ
御連絡下さい。 
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